
　国際競争力や技術・マーケットの変化スピードを考
慮すると，今や人材の早期選抜・早期育成はどの会社
にも“待ったなし”の課題に浮上しているはずだ。「若
手を徐々に組織になじませ，じっくり育て，一定の成
果を発揮してもらったあと，中高年以降のピークアウ
トもまたやむをえない」などと構える余裕はなく，幹
部候補に限らず，早期に戦力化を図り，その分だけ従
来以上に能力発揮のレベルを高く維持してもらう人材
戦略が期待される。ただし，早期選抜・育成では通常
とは違うキャリア運用を試みるがゆえに，人事部門の
側にも新たなノウハウが求められる。例えば，実績の
ない段階で何を基準に誰を選抜するのか？　選抜人材
にビジネスのチャレンジをさせるといっても現場は受
け入れるのか？　処遇はどうするのか？　本人が慢
心，あるいは孤立しないのか？　重要にして細かな課
題は尽きない。本稿では，そのような人事部門の不安
に応えるべく，具体的なアドバイスを盛り込んで，制
度設計のアウトラインから運用のポイントまでを解説
してもらった。 （編集部）

何を基準に，誰を選び，どう育てるのか？
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